
日時 令和7年9月16日 (火) 10時

場所 政策審議室

(1)

(2)

(3)

(4) 観光公式Lineを用いた情報発信～観光データの共有・活用～

(5) 「はつかいち地産地消月間」を実施します

(6) 吉和さくらバスにおける貨客混載の実証運行について

令和7年9月　廿日市市長記者発表　次第

１　案件

あかちゃんオムツプレゼント事業について～オムツでつながるnico広場～

フレスタ×廿日市市社会福祉協議会×廿日市市
「フードバンク活動に係る三者連携協定」の締結

業種連携でインバウンド収益最大化セミナー開催
〜多様な食文化対応で潜在市場開拓へ〜

２　質疑



令和７年９月市長記者発表

廿日市市プレスリリース
「挑戦！ 豊かさと活力あるまち はつかいち」

あかちゃんオムツプレゼント事業について

～オムツでつながるnico広場～

１ 趣旨

本市では、安心して子育てできる環境及び子育て支援の充実のため、０歳から１歳児

に対し、最大４回オムツをプレゼント、合わせて相談などを行う事業を開始する。

２ 対象者

開始日時点で廿日市市に住民票があり、月齢が３か月、６か月、９か月、１歳０か月

の乳幼児とする。

３ プレゼントの申込方法および受取り

オムツ受取り日時及び場所について、廿日市市公式LINEで事前登録を行い、産前産後
サポートセンターや廿日市子育て支援センターなどで受取る。

４ 開始日

令和７年１０月～

情 報 提 供 年 月 日 令和７年９月１６日

問 合 せ 先

課名 子育て応援室

担当 山下 TEL 0829-30-9129



令和７年９月市長記者発表

廿日市市プレスリリース
「挑戦！ 豊かさと活力あるまち はつかいち」

フレスタ×廿日市市社会福祉協議会×廿日市市

「フードバンク活動に係る三者連携協定」の締結

１ 目 的

（株）フレスタ、廿日市市社会福祉協議会及び市の三者がフードバンク活動を連携し

て実施することで、要支援生活者や団体等への食の支援及び食品廃棄物の減量に寄与す

る。

２ 事業概要

フレスタ廿日市住吉店に「食品回収ボックス」を設置し、家庭で未使用の食品に加え、

店舗において食品安全上の問題はないものの、販売が困難となった食品を社会福祉協議

会を通じて、食の支援を必要とする方や団体に提供する。

３ 協定締結日

令和７年９月１６日(火)

４ 運用開始予定日

令和７年９月２８日（日）

５ 店頭フードドライブイベントの実施

回収ボックスの設置にあわせ、山陽女子短期大学食物栄養学科の学生と共同で来店者

にフードドライブへの協力を呼びかけるイベントを実施する。イベント当日は、同大学

の学生が考案した「食べきりレシピ」（家庭で余りやすい食品を活用したレシピ）の配

布を予定。

(1) 実施日：令和７年９月２８日（日）１０時～１２時

(2) 場 所：フレスタ廿日市住吉店（廿日市市住吉１-２-４５）

情 報 提 供 年 月 日 令和７年９月１６日

問 合 せ 先
課名 循環型社会推進課

担当 髙田 TEL 0829-30-9133

課名 生活福祉課

担当 細田 TEL 0829-30-9165



令和７年９月市長記者発表

廿日市市プレスリリース
「挑戦！ 豊かさと活力あるまち はつかいち」

業種連携でインバウンド収益最大化セミナー開催

〜多様な食文化対応で潜在市場開拓へ〜

１ 開催の背景・目的

本市では外国人観光客をはじめ多様な食習慣を持つ方が安心して食を楽しめるよう、フ

ードダイバーシティの推進に取り組んでいる。この一環とし、市内事業者を対象とした「多

様な食文化対応で"新しいお客様"と"売上"を増やす実践講座」を開催する。

世界のヴィーガン人口は5.3億人に達し、市場は年平均成長率10%以上が予測されている。

本市を訪れる年間約95万人の外国人旅行客のうち、約１割の95,000人がベジタリアンやヴ

ィーガン等と推定され、食の対応が遅れることでこれだけの観光客を市外に逃してしまう

ことになる。

本講座は3年計画の集大成として、宿泊業、小売業、交通業など幅広い業種による連携ア

プローチで「稼ぐ観光」の実現に向けた具体的な行動促進を図る。

２ 講座の特徴

◆現場の生の声が聞ける特別プログラム：理論だけでは分からない実践ノウハウを現場

の第一線で活躍の方々が発表する。

・インバウンド専門家ポール・ウォルシュ氏による最新市場トレンド分析

・本市観光課による地域戦略と具体的な方向性

・実際にヴィーガンメニューを開発されたシェフと専門家による特別対談

◆業種横断型の実践的アプローチ：各業種の具体的な関わり方を実例とともに紹介する。

３ 開催概要

日時： 令和7年10月14日（火） 午後2時～午後4時

会場： 廿日市市商工保健会館1階多目的ホール（オンライン併用）

対象： 市内飲食店、宿泊施設、ガイド、ドライバー、小売業等

申込： 「今こそ廿日市」ホームページより（https://imakoso.jp/）

主催： 廿日市市産業まちづくり委員会

情 報 提 供 年 月 日 令和７年９月１６日

問 合 せ 先

課名 観光課

担当 山田 TEL 0829-30-9141



令和７年９月市長記者発表

廿日市市プレスリリース
「挑戦！ 豊かさと活力あるまち はつかいち」

観光公式Lineを用いた情報発信

～観光データの共有・活用～

１ 概要

公式Lineアカウントを活用し、観光情報・データを関係団体や市内事業者等へ定期的に
提供し、共有する。これにより、事業へのデータ活用や双方向のコミュニケーションの

促進、市施策への反映等を図る。

２ 発信する情報・データ

・国や市が保有している統計データ

・HPのアクセス情報
・観光客アンケート結果

・月ごとの観光動態をまとめた「月次観光レポート」

・各地域のイベント情報

・市からのお知らせや募集情報 など

３ 公開日

９月下旬（予定）から

※事前登録は、本日、９月１６日（火）から受付開始

情 報 提 供 年 月 日 令和７年９月１６日

問 合 せ 先

課名 観光課

担当 山田 TEL 0829-30-9141



令和７年９月市長記者発表

廿日市市プレスリリース
「挑戦！ 豊かさと活力あるまち はつかいち」

「はつかいち地産地消月間」を実施します

１ 目 的

これまで域内循環の拡大のために取り組んできた地産地消について、まち全体で、さ

らなる地産地消の機運を醸成する。

２ 期 間

令和７年１０月１日～１０月３１日までの一か月間

３ 実施機関

廿日市市産業まちづくり委員会

４ 地産地消イベント

別添のガイドチラシのとおり、市内各地でイベントを開催する。

５ 地産地消宣言店及び地元食材の販売店

別添のガイドチラシのとおり、一覧にまとめ、廿日市市産業まちづくり委員会が作成

したホームページ「はつかいちmottainai大作戦」等でPR活動を行う。

６ 地産地消アンケートキャンペーン

廿日市市の地産地消に関するアンケートにご協力いただいた方の中から抽選で地元

産品をプレゼントする。

情 報 提 供 年 月 日 令和７年９月１６日

問 合 せ 先

課名 農林水産課

担当 矢野 TEL 0829-30-9143







令和７年９月市長記者発表

廿日市市プレスリリース
「挑戦！ 豊かさと活力あるまち はつかいち」

吉和さくらバスにおける貨客混載事業の実証運行について

１ 趣 旨

廿日市市地域公共交通計画の基本方針「多様な主体が共に育む地域公共交通」の実

現に向けた新たなサービスの導入の一つとして、中山間地域における貨客混載事業の

実証運行を行う。

２ 対象路線

吉和さくらバス（津田～吉和間）

３ 運行期間

令和７年１０月１日～令和８年２月末

※ただし、めがひらスキー場の営業期間中の土休日は、配送は行わない。

４ 内 容

津田～吉和間を運行する吉和さくらバスの空席を有効活用し、配送希望者からの貨

物を佐伯地域と吉和地域間において配送する。実証運行期間中は貨物の受け渡しが円

滑に行えるか、運行中の荷崩れはないか、乗客との混乗に問題はないか等を検証し、

令和８年度の本格運行を目指す。

５ 配送料金

１５０円／１座席 ※１便あたり２座席を上限とする。

６ 受付開始日

令和７年９月１６日（火）から利用申請の受付を行う。

情 報 提 供 年 月 日 令和７年９月１６日

問 合 せ 先

課名 交通政策課

担当 向井 TEL 0829-30-9178


